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東欧諸国におけるリュミエール映画の受容

-シネマトグラフの世界的浸透<その2〉-

永冶日出雄

Hideo NAGAYA

(ヨーロッパ文化選修)

I オーストリアにおけるリュミエール映画の受容

1890年代のウィーンは東ヨーロッパにおける学芸の中心として世紀未の華麗な文化を開

花させていた。オーストリア＝ハンガリーニ重帝国の皇帝フランツ＝ヨーゼフ一世は1857

年首都ウィーンの犬改造に着手し,中世以来の城壁を取り壊すとともに,旧市街を囲繞す

るリングシュトラーセを貫通させた。この環状道路に沿って国会議事堂,市庁舎,ブルク

劇場,ウィーン大学が造営され,ホーフブルク王宮にも広壮な美術史館と自然史博物館が

増築される。 1893年にホーフマンスタールが代表作『痴人と死』を,シュニツラーが処女

作『アナトール』を出版した。 1895年に科学哲学者マッハがウィーン大学に招聘される。

フロイトが自己の医学療法に初めて精神分析の名をあてたのは1896年である。同じ年に建

築家ヴァーグナーは郵便貯金局の工事を完成し,その翌年クリムトらの〈分離派〉は新し

い美術運動を開始する。 1869年に落成したルネサンス様式の宮廷歌劇場(現在の国立歌劇

場)ではこけら落しに『ドン･ジョヴァンニ』を上演し, 1896年『売られた花嫁』のウィー

ン初演によってスメタナが名声を確立した｡同じ年に交響曲第3番を完成したマーラーは,

1897年から宮廷歌劇場の主任指揮者兼芸術監督に就任する｡(1)

ウィーンにおけるシネマトグラフ一般公開は第1区ケルントナー通り45番地(クリュー

が一街1番地)の建物で1896年3月28日から開始された。グラン・カフェでの歴史的な一

夕から3ヵ月後にあたる。 リュミエール社の委託を受けたユジェーヌ・デュポンが,オー

ストリア初の興行を実施した。フランス大使館の一室であらかじめ試写を行ったあと,彼

は50クロイツァーの料金で毎日午前10時から午後8時までシネマトグラフを公衆に披露し

た。フリッツの労作『オーストリアにおける映画-サイレント映画1896-1930』には,同

国のシネマトグラフ受容が簡潔に描かれている｡(2)

興行が行われたケルントナー通りは,ウィーンきって繁華街であり,リングシュトラー

セに面する宮廷歌劇場左脇から発し,古都の象徴とも言うべきサン・ステファン犬聖堂へ

と至る。この目抜き通りには優雅な洋品店,楽器店,レストラン,ホテルが連なり,遊歩

する紳土淑女をさまざまな趣向で呼び寄せる。ケルントナーリングに面したカフェ・シル

ク＝エッケやカフェ・シュヴァルツェンベルクは,学生や知識人のたまり場であって,そ

こでは文学談義や演劇批評が熱っぽくなされるとともに,ヨーロッパ各国のさまざまな雑

誌が備えられていた｡(3)
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こうしてデュポンによるシネマトグラフー般公開は,もっとも文化的な熱気に満ちた場

所,宮廷歌劇場とカフエ・シルク=エッケから至近の距離にあるケルントナー通り45番地

で始められた。主要な部分を以下に訳出するのは,映写会場で配布された初期のプログラ

ムである。そこに刷り込まれた記述の大半は,シネマトグラフの理学的な説明であるが,

最上部に1896年4月23日との日付,未尾に上映作品6本が手書きで記されている。ただし,

だれがこのプログラムを保持し,書き込みを施したかは詳らかでない。

毎日上映
(1896年4月23日)

ウィーン第1区,ケルントナー通り45番地

(正面入口:クリューガー街1番地,中2階)

午前10時から午後8時まで

リョン在住オーギュスト・リュミエールおよびルイ・リュミエール両氏の

シネマトグラフによって映写される

活 動 写 真

リュミエール氏の〈シネマトグラフ〉は精巧な器械であって,活動するさまざまな

事象や,そうした事象に随伴する細部の動きを,写真によって感嘆すべき正確さで保

持するだけでなく,それらを白いスクリーンに投射し,観客全員によく見えるよう,

忠実に実物大で再現する。

したがって,この注目すべき発明のお陰で,現実の生ける事象を微細な部分にまで

開陳することが可能となった。レンズを向ければ,いまや生をいつでも保存でき,す

でに起ったあらゆる事柄を正確に再現できる。以前耳にした言葉が,エディソンの蓄

音機をとおして同じ語調でふたたび聞えてくるのと同様である。〔中略〕

1秒間の撮影回数は15に及ぶ。したがって,1分間の出来事ひとつが900の写真に収

められ,長さ18m,幅3Cmのテープに組み込まれる。

以上のような器械のお陰で,さまざまな景観を再現することも可能となった。たと

えば,歩行者,車馬,電車などが繁く往来する大通りや広場である。こうした撮影の

拡張によって,動くものが焼きつけられ,さまざまな事象が驚くほど躍動的に投影さ

れる。

1 パリのコンコルド広場 2 嬰児の朝食 3 船での遊覧

3 鍛冶屋 4 源浜 5 列車 (4)

デュポンによる一般公開は日刊紙『新自由新聞』によっても報道され,シネマトグラフ

の優れた映像が称讃された。これがオーストリアにおける最初の映画批評である｡(5にの新

聞は自由主義的な態度と堅実・慎重な編集を特色とし,イギリスの『タイムズ』と同じく

一国を代表する日刊紙として知られる。なかでも『新自由新聞』の文芸蘭は文学,演劇,

音楽,美術に関して周到で信頼できる論説を記載するのが常であった｡(6)

シネマトグラフに対する感嘆の声はホーフブルク王宮にまで達し,ケルントナー通り45

番地の映写会場は1896年4月17日オーストリア=ハンガリー皇帝フランツ=ヨーゼフ一世

の来臨を仰いだ。同日付けの『新自由新聞』はフランツ=ヨーゼフ一世と<活動写真〉の
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出会いを以下のように報じる。

しばら<前からシネマトグラフによる〈活動写真〉がクリューガー街2番地の中2

階で公衆に供されているが,本日正午畏れおおくも皇帝がこの映写に臨席された。皇

帝は興行者デュポン氏に迎えられて,映写室に案内される。そこでは部屋全体が真っ

暗にされ,白いスクリーンのうえに画像が投射された。シネマトグラフで撮影された

レパートリーの大半,水泳をする子どもたちで賑わう源浜,列車の到着,壁の取り壊

しなどが上覧に供せられ,皇帝はこの美事な器械に強い関心を示された。これがリョ

ンのオーギュスト・リュミエールとルイ・リュミエールによって発明されたことは,

よく知られている。この器械によって私たちは1秒間に15回の撮影を行い,1分間の

出来事ひとつが900の写真に包摂できる。そして,これらの写真によってそうした出来

事の多様な過程と微細な動きが全体として再現される。皇帝とデュポン氏の会話はフ

ランス語で行われた。皇帝の到着と退去の際にクリューガー=ケルントナー通りは人

波で溢れた｡(7)

1848年に即位し,在位50年に近いフランツ=ヨーゼフ一世は,毎日5時に起床し,署名

や謁見のため日々8時間以上もの精励を続けた。謹厳な皇帝は伝統や作法を重んじ,電話,

電灯,汽車,自動車など技術的な発明に拒否反応を示したという。シネマトグラフヘの関

心とケルントナー通りへの来臨は,王家として異例の対応であったに違いない。 1889年マ

イアリングにおける皇大子ルードルフの自殺は,ハプスプルグ家に暗い影を落していた。

1897年シャン=ゼリゼのパリ慈善バザールにおいてシネマトグラフの映写会場が炎上し,

皇后の実妹であるアランソン公爵夫人が不慮の死を遂げる。国民から敬愛されていた皇后

エリザベート自身も,その翌年ジュネーブのレマン湖畔で無政府主義者に刺殺された｡(8)

1896年4月号の『ウィーン画報増刊』には,プログラム変更の予告が掲載されている。

新たに組まれた番組は,①『工場の出口』,②『嬰児の朝食』,③『広場のとぎ屋』,④『喧

嘩』,⑤『壁の取り壊し』,⑥『二-スのカーニヴァル』,⑦『列車の到着』である。ウィー

ンの観客をとくに惹きつけたのは,近代的な工場の情景や異国のカーニヴァルであったら

しい｡(9)デュポンによる興行が開始されてまもなく,リュミエール社の主任映写技師プロミ

オは助手ヴェルシングルとともにウィーンを訪れた。また,リョン生まれの映写技師アン

リ・ギャビヤも1896年5月1日から翌年の11月未までオーストリア=ハンガリアニ重帝国

に派遣される。オーストリアにおける最初の映画撮影はこれらリュミエール映写技師団に

よってなされた。ただし,リュミエール社が作成した目録によれば,オーストリアでの作

品は『シネマトグラフ会場入口』および『リングシュトラーセ』の2点だけである｡(10)

まもなく興行師たちがオーストリアの各地でシネマトグラフの巡業を始める。こうした

旅芸人のひとり,ルイス・ジェニーはすでに1895年から巡回演芸を始め,幻燈を用いて幽

霊芝居を見せていた。 1896年彼はボヘミアのクラツォーで初めてシネマトグラフの映写に

接する。その翌年トリエステで知り合った楽士は,パイプオルガンで巡回映画を効果的に

していた。フィラッハやザルツブルクで人形を見世物に供したあと,ジェ二-は1899年

冬に巡回映画で身を立てることを決意する。やがて彼はモラビアの小都市ツナイムでシネ

マトグラフの興行を始め, 1906年までにクラーゲンフルト,トリエステ,ブリゲンツ,ザ

ンクト=ガレン,等々を巡業した｡(11)彼の仕事を補佐した息子アルトゥールは,当時の巡回

映画について貴重な回想を遺している。
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1902年の冬頃には私たちのプログラムは相当豊富となり,新規の購入によってつね

に殖えつつあった。ブリキ空罐にフィルムをつめた荷箱が,パリのパテ・フレール会社

から3週か4週毎に届いた。普通ブリキ罐の大きさは靴墨用の箱ほどで,丈もあまり

高くはない。年毎に罐は大きくなる。これらの荷箱には以下のような内容の書状が添

えてあった。｢普通便で新しい映画作品を見本として送付します。これらのフィルムを

ご覧になり,不要とされる見本はご返送ください。それを受け取ってから,請求書を

お送りします｡｣(12)

1903年にウィーンでは3つの常設映画館が存在し,1907年にはテント小屋を含めて100と

なり, 1915年には150に激増した。なかでも1906年マリアヒファー通りに建設されたシェッ

ファー=ハウスファー館は1階席,桟敷席,階上席に500の観客を収容できた。また,グラー

ツのアネン通りに建てられたエディソン劇場は, 570の客席と横5メートル,縦4メートル

のスクリーンを備えていた｡(13)なお,オーストリア映画を初めて製作したのは,アントン･

コルンである。ケルントナー通りの興行に啓発されて1896年の11月,ルイス・ヴェルテは

コールマルクトの市立人形館でコルンの短いフィルムを上映した。 コルンはヴェルテー

家と親交があり,1900年頃から映画製作の準備を始める。こうして彼は1907年自国におけ

る最初の劇映画『階段から階段へ』を完成した｡(14)

II ハンガリーにおけるリュミエール映画の受容

マジャール人を主体とするハンガリーでは, 1526年オーストリアに併合されたのち,ハ

プスブルク家への抵抗運動が数世紀にわたって続けられた。 1848年パリにおける二月革命

の成就はウィーンの学生や改革派を決起させ,ハンガリーでも愛国者ラヨシュ・コシュー

トの指導のもとに自治と独立の臨時政府を樹立させる。これに対してオーストリア宮廷は

憲法制定議会の招集など自由主義的な革新を約束する一方,野心的な帝政ロシアや少数民

族のクロアチア人と策応し,コシュートらの革命政権を挟撃・粉砕した。しかし, 1867年

に結成されたオーストリア=ハンガリーニ重帝国は,マジャール人に大幅な自治権を認め

たものであり,不屈の闘争に対するハプスブルク家の譲歩であった｡(15)

ドナウ河を隔てて対峙するふたつの都邑,中世以来の王宮と教会を擁するブダと,政治･

経済･興行の拠点であるペストは1873年に統合し,19世紀中葉に12万であった人口が, 1890

年には56万と急増する。 1894年ここでは亡命先のトリノで客死したコシュートの葬儀が盛

犬に営まれ,前後して国会議事堂,証券取引所,装飾美術館の建設も進められた｡(16)

1896年の元旦ブダペスト全市には教会の鐘が鳴り響き,マジャール人建国千年祭の開幕

を告げた。ペスト目抜きのエルジェーベト環状通りには重厚なロイヤル･ホテルが落成し,

4月には館内のカフェでハンガリーにおけるシネマトグラフ初公開が行われた。千年祭の

式典を謁見するため,フランツ=ヨーゼフ一世がブダの王宮に到着したのは,同年の6月

である。皇帝に伴なわれた王妃エリザペートは以前からマジャール人に好意的な態度を保

ち,ハンガリーでも広く愛慕されていた。また,皇大子妃ステファニーは,コダック製カ

メラでしきりに撮影し,写真を見慣れぬブダペスト市民の関心を惹いた｡(17)

当時作成されたリュミェール映画一覧のなかには,この際に撮影された作品が3点見出

される。ハンガリー各地の代表団と連隊に護られた『皇帝のパレード』3点と,ドナウ河

に築かれた典雅な『くさり橋』1点であるが,これらを製作した人物は示されていない。
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リトー=ユティネの調査によれば, 1895年の歳未からスペイン,オランダ,ドイツを巡回

した映写技師フランシス・ドゥブリエが,ロシアヘの道程でワルシャワとブダペストに立

ち寄っている。ただし,ロイヤル・ホテルでのシネマトグラフ初公開や建国千年祭の撮影

にドゥブリエが関与したか否かは,やはり不明である｡(18)

なお,イストヴァン・ネメスキュルティの菁作『言語と映像-ハンガリー映画の歴史』

には,映画の起源について興味深い史実が示されている。 1896年の建国千年祭ではペスト

東端〈市の森公園〉で開催された世界博覧会が人気を集め, 600万人の観光客を呼び寄せた。

祖国解放の先覚者を記念して公園の入口に英雄広場が建造され,園内の湖畔には中世風の

城砦やパノラマ館とともに,エディソンのキネトスコープを見せる50平方メートルのホー

ルが建設されていた｡(19)また,かねてから幻燈や投影に強い興味を抱くハンガリ一人は,こ

の時点で初のドキュメンタリー映画を製作した,とイストヴァンは記述する。

スティクライ・アーノルドという利発な商人は,建国千年祭の際にフランツ=ヨー

ゼフー世の映像を撮った。皇帝が展覧会の開催を宣したあと,ムンカーチ・ミハーイ

の絵画『エッケ・ホモ』を凝視し,画家自身にお祝いを述べる映像である。この映画

作品はすでに散失した。失敗作であった,とも伝えられる。というのは,商人みづか

らがカメラを組立て,アメリカ製のフィルムに穴を空けて,撮影を試みたからである。

これが上映された劇場も消滅した。ロイヤル・ホテルにあったリュミェール映画館や

1890年代にブダペストで開設された他の劇場と同じように・・・。(20)

パリやウィーンと同じように19世紀未のブダペストには600軒のカフェが営業し,内外の

情報や文化的な啓発を受ける場所となっていた。有名なカフェ・ニューヨーク,日本亭,

カフェ・ロイヤルでは学者や芸術家やジャーナリストが作品の構想を練ったり,文章を書

いた｡(21にれらのなかで映画の普及をとくに促した店として,イストヴァンはカフェ･ヴェ

レンスを挙げる。

カフェ・ヴェレンスは喧騒なラコーツィー通りに位置し,現在そこにはチーザ映画

館が建っている。このカフェにおいてハンガリー映画の歴史が始まった。〔中略〕

いまやカフェの店主はつぎのように客を誘った。｢店に来て,お茶を飲み,商談を進

め,友人と語り,新聞を読んでください。加えて毎日5時から6時まで私のところで

映画を見せます｡｣当初これには顧客から追加料金を取らなかった。後になってカフェ

では特別の部屋を設け,安価な入場料で映画を見せる。そこへはコーヒーよりも映画

の好きな人々が来るようになった。そうした顧客とは小売業者,商人,店員,事務員,

詩人,儲かった露天商であり,さらにはブダペスト発の近郊列車に乗り込むまで,時

間をもてあます者も含まれた。このような人達が中核になって,映画の観衆は驚異的

なまでに膨張した。

こうしてカフェ・ヴェレンスの店主ウングルライデル・モールはますます映画にの

めり込んだ。席を移らなくとも,どこからでも見られるよう,ウェイターの主任ベッ

シ・ジョゼフが店の中央に白い布を垂らした。そして,自分で操作できるプロジェク

ターを机の下に置き,巻きフィルムを入れる篭を脇にして映写を始めた。

やがてプロジェクターを撮影・映写機に替えて,やはりベッシが熱心に操作した。

この男こそハンガリー最初の映写技師である。

1898年にカフェの店主ウンゲルライデルは,演出家の経験を有するニューマン・ジョ
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ゼフと共同でひとつの商社を設立した。プロジェクトグラフという企業名で知られる

この会社は,傘下の映画館にフィルムを調達したり、 さまざまなプロジェクターとカ

メラの販売や賃貸を行い,外国の犬手会社で製作されたフィルムを地方の映画館に貸

出しもした。プロジェクトグラフは映画作品を調達し,映画館を支配したハンガリー

最初の商社である。

20世紀初めの10年間この商社は,ニュース映画や教育映画も製作した｡(22)

ウングルライデルによって設立されたアポロ劇場は長い間ハンガリーで最大かつ最高の

映画館であった。サーカス小屋を摸したテント映画館も人気を集め,客引きに誘われた観

衆で満ち溢れる。静かさを好む詩人や作家は,カフェを衣替えした小さな映画館に通った。

1912年に存在した映画館はハンガリー全体で270,ブダペストだけで90と伝えられる。ジョ

ン・ルカーチの好菁『ブダペストの世紀末』に描かれたとおり,映画理論家ベラ・バラー

ジュ,映画製作者アレクサンダー・コルダ,映画監督マイケル･カーチェスが育っだのは,

このような文化的環境においてであった｡(23)

Ill ユーゴスラビアにおけるリュミエール映画の受容

19世紀後半のユーゴスラビアは,きわめて複雑な民族構成と社会状況を示していた。セ

ルビア公国の君主ミハイロ・オブレノヴィチは1867年にベオグラードなどの主要都市より

トルコ軍隊を撤退させ,15世紀から続いたオスマン帝国の支配から脱却した。こうしてセ

ルビア人は独立した王国を樹立し, 1888年の憲法制定によって立憲君主制の道を進み始め

た。ツェティニを首都とするモンテネグロ公国も, 1878年にトルコ軍を打ち破り,実質的

に独立する。しかし,イスラム教徒の多いボスニア=ヘルチェゴビナ,ザグレブを中心と

するクロアチアはともにハプスブルク家の統治下に置かれ,東南端のマケドニアやセルビ

アの一部はなおオスマン帝国に支配されていた｡(24)

リュミエール映写技師団のひとり,アンドレ・カレは1896年5月30日ベオグラードに到

着し,旧市街のホテル<セルビアの王冠〉で旅装を解いた。その3年前若い国王アレクサ

ンダル・オブレノヴィチが1888年憲法を破棄し,セルビアの政治は危機的な様相を呈して

いた。カレを補佐する技術者ジュール・ゲランとリヨンの商人ベルオラも翌月4日ベオグ

ラードに着く。ベルオラはリュミエール社の委託人ないし代理人と思われる。こうしてバ

ルカン半島における最初のシネマトグラフ公開は,この一行によって1896年6月6日由緒

あるレストラン〈黄金の十字架〉で行われた｡(25)当日の催しは若干の誤りを含みつつ,ベオ

グラードの新聞『マレ・ノヴィーヌ』につぎのように報道される。

シネマトグラフ 本日よりレストラン〈黄金の十字架〉において類いなく偉大な

発明,写真を用いたとは信じられない発明が,フランス=リョン在住のオーギュスト。

リュミエール氏およびルイ・リュミエール氏によって披露される。これこそシネマト

グラフと呼ばれるものである。ここではさまざまな種類の動きを示す生物や物体が眺

められる。ここでは子どもが手足を動かしたり,列車が走行するのが眺められる。そ

して,これらがあまりにも活きいきと表現されるので,写真ではなく,現実を見てい

ると錯覚するであろう｡(26)

6月16日にはセルビアの国王アレクサンダルとロシア出身の母后ナターリが<黄金の?

字架〉に来臨し,リュミエール映画をつぶさに見た。ベオグラードにおける最初の興行は
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同月18日に終了し,ただちにカレはルーマニアの首都ブカレストヘ出発した。翌年2月に

この映写技師はふたたびベオグラードを訪れ,グランド・ホテルに滞在する。今回の興行

では3日毎にプログラムが更新され,シャン=ゼリゼ犬通りやバッキンガム宮殿やケルン

の大聖堂の映像も新たに組み込まれた。 1897年3月6日カレはユーゴスラビアにおける最

初のフィルム『王宮から大聖堂に向かう国王陛下』を製作し,まもなく『テラジェ広場の

停留所』と『タバコエ場からの労働者の退出』によって近代都市ベオグラードも映像化し

た。ただし,これらカレの作品は早くから散失し,ブカレストで撮影された『ルーマニア

の国王・王妃とその護衛隊』が現存するのみである。総じてオーストリア=ハンガリーと

バルカン半島で製作されたリュミェール映画は,きわめて少数しか残っていない｡(27)

ユーゴスラビアではこの時期にベオグラード以外の諸都市で別種の映写会がいくつか行

われた。クロアチアの首都ザグレブでは1896年10月8日サミェル・ホフマンがエディソン

の製作と思われるプロジェクターで観客を集めた。その地方では古代ローマの遺跡で知ら

れるプーラでも,ホルネイという人物がみずから製作したプロジェクターを披露する。ま

た,同年の10月から11月にかけてオーストリア=グラーツ出身のシャルル・クラッセが,

工業都市マーリボアやスロヴェニアの中心地で映写会を開いた。 1897年以降はシネマトグ

ラフの巡回もザグレブ,リュブリアナ,サライェボ,スボティツアなどに拡がるが,辺境

の地モンテネグロとトルコ支配下のマケドニアでは1910年頃まで映画が導入されなかっ

た｡(28)

ベオグラード大学の教授コサノヴィツア・デシャンは自国におけるリュミエール映画の

受容について綿密な考証を行っている。セルビア等でのシネマトグラフ興行が,バルカン

半島の諸民族を世界的な視野へ導いた,とこの研究者は結論する。

ベオグラードの人々のために映画が世界への新しい窓を初めて開いてくれた｡く黄金

の十字架〉で開陳された魔術的なスクリーンで彼らはフランスをくありのままに〉見

た。パリの『オペラ座広場』,『マルセイユの魚市場』,フランスの海岸における『海水

浴』,フランス人による『壁の取り壊し』,『ラ・シオタ駅へのフランス列車の到着』。

遙か遠くと思われたフランスが,いまやこれほど接近して,白いスクリーンのうえで

躍動し,手で触れるほどである。一歩踏み込めば,私たち自身がパリのオペラ座広場

やマルセイユの魚市場を逍遙できる。カレよ,あなたに感謝したい。

1902年にリュブリアナの住民はフランスの精華を視聴する。偉大なサラ・ベルナー

ルが『ハムレット』の台詞を語り,喜劇俳優コークランが『シラノ・ド･ベルジュラッ

ク』の独白を呟いたわけである。この映像を提供したパリ=レコード･シネマ劇団は,

2日間だけこの都市に滞在した。フランス演劇の天才が示す身振りや言葉に,リュブ

リアナの観客は完全に魅了される。世界中で多くの映画を製作したフェリックス・メ

ギッシュが,魔術的な器械によってこれらの天才に永遠の生命を与えたことを,観客

は疑わなかった｡(29)

1900年にセルビアの国王は周囲の反対を押し切って,素性に悪評のある女官ドラガ・マ

シンと結婚し,宮廷を混乱と暗闘の巷とした。 1903年3月セルビアの民衆は決起して独裁

体制の強化を阻止し,さらに6月〈黒手組〉と名のる将校の一団が国王アレクサンドルと

王妃ドラガを殺害した。パテ・フレール社の有力な映画監督リュシアン・ノンジェは,こ

のクーデターを題材として『セルビア王家の暗殺』を製作し,人気女優ネリー・コルモン
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が数奇な王妃の運命を演じた。また,同年8月マケドニアの圧制に対して民衆が蜂起し,

トルコの軍隊がこれを鎮圧すると,同じくパテ・フレール社で『マケドニア人虐殺』が撮

影される。これらの作品はセルビア以外の各国で上映され,バルカン半島の陰惨な政情を

広く世界に認識させた。なお,同社の名作『ギーズ公の暗殺』はセルビア宮廷の惨劇を

連想させるが, 1909年1月ベオグラードのパリ劇場で上映された｡(30)

IV ロシアにおけるリュミエール映画の受容

1896年5月ロシア皇帝ニコライ二世の戴冠式を期して,ザンクト・ペテルスブルクとモ

スクワヘは映画興行のさまざまな開拓者が集まってきた。こうした競合の機先を制し,シ

ネマトグラフの一般公開が,5月17日ザンクト・ペテルスブルクで行われる。当日首都の

夏季劇場<水族館〉では演劇『ザンクト・ペテルスブルクにおけるアルフレッド・パシャ』

が供されていたが,その第3幕に先だってリュミエール映画の『列車の到着』,『カルタ遊

び』,『予どもの喧嘩』,『源水浴』などが映写された｡(31)

ついで5月19日よりリュミエール映写技師団は首都の目抜きネフスキー大通り46番地に

ロシア最初の映画館を開設した。すでにイギリスの興行師ロバート・ポールは5月4日に

アニマトグラフを見せると予告したが,実際に彼の発明は5月26日動物園劇場で公開され

た。エディソン製作によるキネトホーンも同月未にモスクワの夏季劇場〈エルミタージュ〉

で披露され,ついでザンクト・ペテルスブルクでも観客を集めた。ムソルグスキーとリム

スキー・コルサコフを擁護した芸術史家ウラジミール・スターソフも,これらの映写にみ

ずから赴き,新たな表現様式の出現に注目した｡(32)1896年5月30日弟ディミトリーに宛て

た書翰のなかで,彼はキネトホーンとシネマトグラフの双方を熱烈に称讃する。

<活動写真〉,すなわち天才エディソンの驚嘆すべき新発明を月曜日に見て,どれは

ど大きな喜びを私は感じたことでしょう。連れていってくれたのはグラズノフです。

すでに彼はひとりで見ており,彼の熱狂に動かされて私も行きました。まさしく類例

のないものです。私たちの知識のなかにこれまであったいかなる事物とも似ていませ

ん。実際にこれは私たちの時代以前にありえなかったものです。グラズノフと私は完

全に魅了され,終わりには大声で喝采しました。「エディソン万歳!」〔中略〕

当然のことながら,まだ完璧なものではありません。しばしば人物や背景がぼんや

りしたり,揺れ動いたりします。だが,このような快挙を愚か者はどのように非難す

るでしょうか。水平線に現われた一道の列車が,私たちのほうに驀進し,スクリーン

を引き裂くかと思われるとき,『アンナ･カレーニナ』の同じ場面を私たちの心はただ

ちに想起します。信じられないほどの迫力です。さまざまな荷物を携えて,乗客が車

両から降り,これをプラットホームの群衆が見詰めます。まもなく群衆は散り,人々

は平常の歩みに帰るので?｡これほど躍動的な群衆が見られるでしょうか｡〔中略〕さ

らに驚嘆すべきものがあります。鍛冶屋が仕事をしています。どんな具合に仕事をし

ているか,厳密に検討できるのです。肩や腕の微妙な動きも観察できます。なんと奇

蹟的な映像でしょう。

なおまた,私たちの座席の前に海原が広がります。メンデルスゾーンが表現した海

の静けさ。まさしくその映像は銀色に反射しつつ,独特の音楽を奏でるのです｡(33)

アムステルダム,ミュンヘン,ベルリンを巡回したリュミェール社の映写技師フランシ
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ス・ドゥブリエは,この時期にザンクト・ペテルスブルクとモスクワに滞在した。同社の

主任技師シャルル・モワッソンとその地で合流し,なによりもニコライ二世の戴冠式を撮

影するためである｡この式典は1896年5月14日(ロシア旧暦によれば5月26日),古式に則っ

てモスクワのクレムリン宮殿で挙行された。シネマトグラフについてはフランス大使館の

懇請により宮殿内での使用が許可され,特別の台座も設けられる。こうしてドゥブリエと

モワッソンは戴冠式の撮影を順調に進め,ロシアにおける最初のフィルムが製作された。

『ロシア皇帝ニコライ二世の戴冠式』と総称されるこの作品は,『戴冠式に参列する各国の

君主と来賓』,『儀装馬車における皇大后とユーゼーヌ大公妃』,『ウスペンスキー寺院に入

るロシア皇帝とロシア皇后』,『モスクワのタワースカイ街』などの連作からなり,小さな

セルロイドの巻軸に収められ,ただちにフランスヘ発送された｡(34)

ついで5月19日には新しい皇帝をロシア国民に披露する式典が催された。この日会場と

されたモスクワ近郊コデンカ平原では50万人の群衆が皇帝の来駕を待ち受けた。ここで

ドゥブリエとモワッソンはシネマトグラフ撮影に関して初めて官権の干渉を経験する｡(35)

大著『映画一ロシアエソヴィエト映画史』を執筆したジェー・レーダは,多くの聴き取り

を行っているが,トゥブリエからも痛切な撮影秘話を採取した。

式典は終日行なわれ,人々が早くから皇帝を待つと聞いたので,私たちも朝の8時

にはそこに着いた。予定の時刻より前に記念品が配布され始めたのを見て,私は黒山

のような群衆を掻き分け,50メートルほど先の仮小屋へ行った。そこから引き返そう

とするや,待ちくたびれた群衆の間で騒ぎが始まった。そして,自分のカメラから8

メートルほどのところへ来ると,鋭い叫び声が背後に聞え,すぐさまパニック状態と

なった。私も隣の人の肩にすがり,震え上がる群衆を押し分けて進んだ。その8メー

トルが数キロメートルにも思われた。〔中略〕ふたつの池を囲った欄干も倒壊し,池や

溝の水中に100人もの犠牲者が墜落する｡それに続いたパニックでさらに数千もの犠牲

者が踏み付けられて死んだ。ようやく私たちは正気を取り戻し,仰天すべきこの光景

を撮影することができた｡18メートルの巻フイルムを私たちは5個か6個携えてきた。

これとはまったく異なる光景を写すつもりであったのに,怒鳴ったり,殴り合い,皇

帝の台座のもとで死ぬ大衆を,それらの3個で撮影した。警官が人々を叱責し、群衆

の渦潮を止めようとしているのも見えた。私たちの周囲も人々で一杯だった。 2時間

ほど経ってようやく私たちは,踏み裂かれた死体が散乱する場を離れようとした。そ

のとき警官が幽かに合図をして,私たちを逮捕し,すでに捕らえられた目撃者や新聞

記者と一緒にした。私たちの装備はすべて押収された。私たちの貴重なカメラをふた

たび見ることはなかった。そうした器械によって嫌疑を招いたからである。私たちは

尋問を受けて拘留され,その夕刻ようやくフランス大使館が介入して,身柄を引き取っ

てくれた｡(36)

ドゥブリエとモワッソンは一週間後にロシアを去るが,引き続きいくつかの都市でシネ

マトグラフの興行が企画される。同年6月22日からはヴォルガ河流域のニージニ=ノブゴ

ロドで伝統あるフェスティヴァルが催され,ロシア人,タタール人,カザフ人,グルジア

人,トルコ人などさまざまな民族で賑わった。この会場で『列車の到着』などリュミエー

ル映画に接したマキシム・ゴーリキーは,音も色もない陰影の世界に驚きつつ,シネマト

グラフの圧倒的な迫力をオデッサの新聞に以下のように書いた｡(37)
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誇張を怖れずに言えば,刺激的な斬新さを有するゆえに,この発明は広範な用途を

持つと予言できよう。だが,莫大な精力の消費が必要であるのに,どのような成果が

これから期待できるか。観客をきわめて緊張させるのに,この発明にふさわしい目的

や用途が見つかるだろうか。一層重大な問題も潜んでいる。私たちの神経は次第に弱

く,鈍くなっていく。 日常生活のありふれた印象に,私たちの反応は鈍感になるばか

りである。私たちは種々の強烈な感覚を新たに覚えることで,変わっていく。シネマ

トグラフはそれらすべてを私たちに与える。一方では私たちの神経を開発し,他方で

はそれを鈍化させるわけである。シネマトグラフによって喚起される異常で幻想的な

感覚への渇望は,私たちのうちで次第に大きくなり,普通の生活における平凡な印象

にますます鈍感にも冷淡にもなっていく。異常なものと新奇なものへの渇望が,私た

ちを遠くに,きわめて遠くに運び,死のサロンは19世紀のパリから20世紀のモスクワ

ヘと向かうであろう｡(38)

ゴーリキーの評言は人類における認識の発展や個人の心理学的な変容との関連で,映画

の創出を把握したものとして注目される。因みに文学者レフ・トルストイも早くからこの

新しい表現形態に関心を寄せ,映画の出現に対処して文学のありかたを根底から問いなお

すようを訴えた。つぎの訳文は1908年80歳の誕生日を迎えたトルストイの談話である。

あなたもお判りのように,カチカチと音をたてて回るこの小さな器械が,私たちの

人生,文学者の人生を変革しました。文学の古い方式にそれが直接攻撃を加えたので

す。見世物師に操られる陰影のスクリーン,情念をもたぬこの小さな器械に私たちは

適応せねばなりません。新しい叙述の様式が必要なのです。この問題について私は多

くを考え,起こるべきことを予見したように思います。〔中略〕

『生ける屍』を執筆したとき,たえず私は自分の髪を引き抜き,自分の手足を痛め

つけていました。真に迫った光景や表象を盛り込むため,ある出来事をほかの出来事

へいち早く転換させるためにです。芝居の習性は棍棒のように芸術家の喉を抑えつけ

ます。舞台特有の次元や制約に合わせるため,自分の作品から一切の生命と動きを余

儀なく剥奪したことを,私は想起します。〔中略〕

しかし,映画が現われました。驚異的なものがここにあります。さあ,舞台が準備

されました。はかの舞台への転換も容易です。私たちは海,丘,都市,宮殿を備え,

そうした宮殿で悲劇を演出できるのです。いかなる宮殿にも悲劇が潜む,というシェ

イクスピアの言葉も使いたくなります。

映画のためひとつの脚本を書くよう,真剣に私は考えました。主題も見つけました。

恐ろしく血腥いテーマです。その上うなテーマも私を怖れさせません。たとえば聖書

やホメロスを読んでください。その上うな主題が充満しています。殺人や戦争。にも

かかわらず,それらは人類の神聖な書物なのです｡(39)

V ウクライナおよびグルジアにおけるリュミエール映画の受容

リュミエール社の映写技師マリウス・シヤピイスが,東ヨーロッパ巡回のためリヨンを

出発したのは, 1896年5月24日である。 17歳のシヤピイスはこの日から克明に旅行日誌を

書き綴った。兄ピエールと姉リュシイもリュミエールの映画技師団に参加しており,こう

した家族にも彼は旅先からしばしば手紙を送る｡同月27日にドイツ=ロシアの国境を越え,
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ロシア帝国の版図ワルシャワに着いた。しかし,その地ではシネマトグラフ興行の条件が

得られず,予定を変更して6月11日ザンクト・ペテルスブルクに到着した。ネフスキー犬

通りの映画館などでしばらく仕事をしたシャピイスは, 1896年の8月他の映写技師とと

もにロシア帝国を構成する諸地域,ウクライナ,グルジア,タタール等へのシネマトグラ

フ巡回に出発する。 リトー=ユティネの著作に収録された彼の『ロシア旅行ノート』は,

そのような映写技師団の足跡を語る貴重な証言である｡(40)

4名のうちふたりがオデッサに出発する手筈となった。 2日がかりの鉄道列車で8

月15日に出発したのはドゥコールである｡私たちはモスクワを通れず,ヴィルマを通っ

た。美人のマルクレッドが同行し,楽しい旅になった。 8月17日の20時にオデッサに

着いて,グランド・ホテルに投宿し,映写会場が設置されるまで2週間待つ。不安な

気持にもなったが,その建物は9月に完成した。ホテルに滞在している間,私たちは

毎夕コンサートに行き,昼間は市中や<小さな泉〉を散歩したり,黒源で水浴をした。

その会場では9月6日に最初の上映を行った｡(41)

こうしてシャピイスは黒源の港町オデッサを拠点にしながら,翌年の2月中旬までにウ

クライナの多くの都市,キエフをはじめ,ニコラエフ,フェルソン,カルコフ,キティ

ネフ,チェルニゴフなどでシネマトグラフを公開した。彼のほかこの巡回に参加したのは,

ロシアにおけるリュミエール社受託人アルトゥール・グリュンヴァルト,マルセイユ出身

の映写技師ポール・デコール,グリュンヴァルトに雇用されたふたりの映写技師,ペルミ

サおよびクラインである｡(42)1897年4月シャピイスはコサックの居住地工カテリノーダル

やノヴォチェルカスクを訪れ,さらにはコーカサス山脈の麓へ旅した。黒源東端のロスト

フからグルジアの古都トビリシヘの道程は独得の風土と習俗に包まれ,彼の『ロシア旅行

ノート』も精彩を放っている｡(43)

4月3日(土)の20時に私たちはロストフを去り,ヴラデイコーカサスに向かった。

列車旅はいつも同じようなものだが,今回の旅行では景色がはかの地方と異なってい

た。山岳部に入って,村落もまばらとなり,羊,山羊,牛,水牛などの群が眺められ

た。翌日19時にヴラデイコーカサスに着く。列車で23時間かかった。ホテル･ヨーロッ

パに寄ったが,すこし用意を整え,食事だけ済ませて,同じ晩に馬車でトビリシヘ出

発する。〔中略〕翌朝5時に私たちは雪に囲まれているのを知った。雨はやんでいる。

カズベックに着いてお茶を頂き,リョンヘ葉書を送る。まもなく旅を再開し,6頭の

馬を伴って山を登り始めた。登れば登るほど,雪が深くなる。[中略]山を下ると雪は

やみ,登っていくとまた降った。 4月6日(火)の午前3時に私たちはトビリシに到

着し,ホテル・オリエントに投宿する。来れてよかった,と安眠できた。馬車のなか

で連続29時間過ごし,カズベックで半時間と途上の食事に1時間を費やした。そして,

43頭の馬,12頭替え馬を必要とした。 トビリシはロシアの都会となんら似ていない。

山のなかにあり,人口も多様である。コーカサスもひとつの民族であるが,ほかにア

ルメニア人もグルジア人もいる。習俗も同一でなく,住民はみな武装している。〔中略〕

ある日ひとりの婦人とニツケットヘ行き,グルジア風のきわめて古い聖堂を訪れた。

その古さはとくに人目を惹き,タタール人に損傷された内部の絵は興味深いもので

あった。タタール人の馬が皇帝の墓石を踏み砕いたと言う。手際よく聖職者が私たち

に?べてをみせ,すべてを説明してくれた。そのあと町に帰り,大佐の家で食事をし,
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夕べを楽しんだ。劇場で幾度か映写会を催したが,トゥトゥールが急に不平を言い出

し,ひとりで行うしかなかった｡(44)
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